
越美山系砂防事務所では、砂防堰堤等の設計の品質を高めることを目的に、工
事施工業者・コンサルタント・発注者(当事務所)の三者が、施工現場において
施工方法等について議論する意見交換会を実施しました。 

第2回 工事施工現場における 
意見交換会を実施しました ! !  

日   時   平成29年11月9日（木）13:10～16:20 
現   場   大谷川第3砂防堰堤工事用道路 
       品又谷第2砂防堰堤  
参 加 者   49名 
     コンサルタント18団体、施工業者2団体、 
       発注者（当事務所職員）6名、中部地方整備局1名 

 
意見交換会の内容 
  ・施工条件の難しい工事用道路設計 
  ・既設砂防堰堤への鋼製スリットの据付設計 
   について 

【問合せ先】 
〒501-0605  岐阜県揖斐郡揖斐川町極楽寺137番地 
国土交通省 中部地方整備局 越美山系砂防事務所 片桐 
            E-mail：cbr-etsumikouhou@mlit.go.jp 
        TEL：0585-22-2161  

第2回意見交換会のまとめ 
 設計にあたり、工法は、施工性・施工順序等を踏まえて検討する必要がある。 
 測量技術が発達しており、レーザー測量や３Ｄ測量等を行うことで任意の地点で断面形状

を作成することもできる。今後は３Ｄ測量等を利用することも検討した方がよい。 
 コンサルタントとして設計を行うにあたり、現場の状況を確認することが大切。 
 施工手順の方法の検討時にスリット設置の調整代が考慮されていなかった。現場で必要な

すりあわせを設計時・測量時に減らしていく必要がある。 
 設計時には、現場条件を考慮した施工方法を提案し、よりよい成果とする。 

～大谷川第3砂防堰堤工事用道路～ 
 施工上の問題点を説明 

～品又谷第2砂防堰堤～ 
  施工現場の状況を確認 

意見交換会実施状況 
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